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Q1, Q2 を変えた際の、光学性質の変化

Q1, Q2 バランスを変えても、ビーム光学の性質変化が見えない
やはり、Geant4 モデルの問題か
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磁場マップを細かく入れたい

先ほど聞いたヒントをもとに
TOSCA PC のパスワードをためします

今、使われている磁場マップ: 20 mm ごと
(c.f. HKS Geant4 は 1 mm ごと)



逆輸送行列での運動量再構成 (例)

全幅で 10-4 は半ばはなかなか出ない
 Geant4 に入る磁場を改善
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K 残存率 (E94) @WCの背面

手計算と一致
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まとめ、今後 (E94)

各種見積もりのアップデート
• 分解能 (運動量分解能の松竹梅)  Done
• トリガレート (E10の同反応との比較)
 JAM

• ビームヒットからの背景事象
• B4C 標的を使った場合  Done
• KID のGeant4 シミュレーション

運動量解析
• 磁場マップ改善
• BTM
• Qスキャン
• 校正法
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